
  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２０２３年４月１１日                全国一般神奈川                    第２７５（１） 

全国一般労働組合全国協議会神奈川 

発 行 者 

ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル 

横浜市中区翁町 1-5-14 

新見翁ビル４Ｆ 

TEL. FAX. 

 045-319-4391 

●
４
月
１
２
日 

２
０
時 

事
務
所
・
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ 

神
奈
川
合
同
支
部
会
議 

 

●
４
月
１
３
日 

１
９
時 

事
務
所 

県
共
闘
幹
事
会 

 

●
４
月
１
４
日 

１
６
時 

局 

郵
便
南
関
東
支
社
団
体
交
渉 

 

●
４
月
１
５
日 

１
４
時 

Ｗ
Ｅ
Ｂ 

中
央
本
部
執
行
委
員
会 

●
４
月
１
５
日 

１
８
時 

厚
木
ア
ミ
ュ
ー 

エ
イ
ボ
ン
会
議 

 

●
４
月
１
６
日 

１
０
時 

事
務
所 

機
関
紙
発
送
作
業 

●
４
月
１
６
日 

１
４
時 

寿
公
園 

寿
労
働
相
談 

 

●
４
月
１
７
日 

１
９
時 

事
務
所 

第
７
回
担
当
者
会
議 

 

●
４
月
２
０
日 

１
６
時 

事
務
所 

横
浜
交
通
開
発
会
議 

 

●
４
月
２
１
日 

１
０
時
３
０
分 

県
労
委 

松
浦
組
県
労
委
第
３
回
あ
っ
せ
ん 

 

●
４
月
２
３
日 

１
１
時 

事
務
所 

郵
政
会
議 

●
４
月
２
３
日 

１
４
時 

事
務
所 

第
７
回
支
部
代
表
者
会
議 

 
 

●
４
月
２
６
日 

１
７
時
３
０
分 

横
浜
西
口 

Ｊ
Ａ
Ｌ
横
浜
西
口
情
宣
行
動 

 

●
４
月
２
７
日 

１
９
時 

事
務
所 

県
共
闘
事
務
局
会
議 

 

●
５
月
１
日 

１
０
時 

反
町
公
園 

神
奈
川
メ
ー
デ
ー 

 

●
５
月
３
日 

１
１
時 

有
明
防
災
公
園 

憲
法
集
会 

 

●
５
月
１
２
日
～
１
４
日 

沖
縄
平
和
行
進 

 

３
月
に
入
り
、
大
手
大
企

業
は
、
連
合
の
春
闘
要
求

（
５
％
）
に
対
し
て
満
額
回

答
を
示
し
た
。
し
か
し
こ
れ

は
、
大
企
業
が
下
請
け
か
ら

搾
り
取
っ
た
累
計
５
０
０

兆
円
も
の
内
部
留
保
の
ほ

ん
の
一
部
に
し
か
過
ぎ
な

い
。
マ
ス
コ
ミ
は
大
企
業
の

賃
上
げ
が
中
小
に
波
及
す

る
か
ど
う
か
が
課
題
と
は

言
い
な
が
ら
「
春
闘
は
終
わ

っ
た
」
と
い
う
雰
囲
気
に
屈

し
て
い
る
。 

し
か
し
、
日
本
の
労
働
者

の
７
０
％
は
中
小
企
業
の

労
働
者
で
あ
り
、
全
体
の
４

０
％
は
非
正
規
労
働
者
で

あ
る
。
ま
さ
に
労
働
者
の
春

闘
は
こ
れ
か
ら
で
あ
る
。 

３
月
１
７
日
（
金
）、
今
年

も
神
奈
川
地
域
労
働
運
動

交
流
（
か
な
が
わ
交
流
）、
神

奈
川
ユ
ニ
オ
ン
協
議
会
（
神

奈
川
ユ
ニ
オ
ン
）、
神
奈
川

県
共
闘
に
よ
る
２
３
春
闘

共
同
行
動
実
行
委
員
会
主

催
の
春
闘
一
日
行
動
が
行

わ
れ
た
。 

午
前
中
か
ら
神
奈
川
シ

テ
ィ
ー
ユ
ニ
オ
ン
は
、
争
議

解
決
要
請
を
取
り
組
み
、

我
々
県
共
闘
を
含
む
他
の

部
隊
は
横
浜
市
交
渉
を
お

こ
な
っ
た
。
横
浜
市
交
渉
に

は
、
昨
年
泉
区
の
宮
の
台
幼

稚
園
で
解
雇
さ
れ
た
よ
こ

は
ま
シ
テ
ィ
ー
ユ
ニ
オ
ン

の
当
該
２
名
も
参
加
し
て
、

横
浜
市
が
解
決
に
尽
力
す

る
よ
う
に
訴
え
た
。 

午
後
か
ら
は
地
方
公
務

員
災
害
補
償
基
金
へ
の
要

請
、
神
奈
川
経
営
者
協
会
へ

の
大
巾
賃
上
げ
、
最
賃
引
き

上
げ
要
請
、
神
奈
川
労
働
局

へ
の
ア
ス
ベ
ス
ト
労
災
、
Ｊ

Ａ
Ｌ
争
議
解
決
要
請
を
行

い
、
夕
方
、
関
内
駅
北
口
で

地
域
ビ
ラ
配
布
を
行
っ
た

後
、
１
８
時
半
か
ら
か
な
が

わ
労
働
プ
ラ
ザ
で
２
３
春

闘
総
決
起
集
会
に
合
流
し

た
。 集

会
に
は
１
０
０
人
を

超
え
る
労
働
者
が
参
加
し
、

今
日
１
日
の
取
り
組
み
、
各

神奈川春闘１日行動を闘う 
働く者の生活と権利を守るために各職場の闘いにつなげていこう！ 

労
組
か
ら
の
報
告
が
行
わ

れ
、
県
共
闘
か
ら
小
内
事
務

局
長
が
横
浜
市
交
渉
等
の

報
告
、
全
国
一
般
神
奈
川
か

ら
は
米
山
書
記
次
長
が
神

奈
川
経
営
者
協
会
へ
の
要

請
行
動
を
中
心
に
報
告
を

行
っ
た
。
２
３
権
利
春
闘
実

行
委
員
会
共
同
代
表
の
渡

邊
全
労
協
議
長
か
ら
連
帯

挨
拶
、
神
奈
川
シ
テ
ィ
ー
ユ

ニ
オ
ン
の
「
負
け
な
い
ぞ
」

の
合
唱
、
Ｊ
Ａ
Ｌ
争
議
団
の

ア
ピ
ー
ル
を
受
け
て
、
団
結

ガ
ン
バ
ロ
ー
で
閉
会
し
た

（
今
年
も
デ
モ
の
実
施
は

見
送
り
）。 

事
業
会
計
に
お
い
て
、
物

件
費
等
は
価
格
上
昇
が
す

ぐ
に
支
出
と
し
て
反
映
さ

れ
る
の
に
対
し
、
人
件
費
は

労
使
の
力
関
係
、
賃
金
相
場

に
よ
っ
て
後
か
ら
、
一
番
最

後
に
決
ま
る
と
い
う
性
格

が
あ
る
。
春
闘
の
相
場
形
成

能
力
が
年
々
弱
体
化
し
、
大

企
業
と
中
小
・
正
規
と
非
正

規
と
の
格
差
が
更
に
広
が

り
つ
つ
あ
る
状
況
の
な
か
、

今
こ
そ
、
職
場
を
超
え
て
地

域
の
労
働
者
が
連
帯
し
闘

う
こ
と
が
必
要
だ
。
２
３
春

闘
は
ま
だ
ま
だ
こ
れ
か
ら
。

春
闘
１
日
行
動
の
成
果
を

各
職
場
の
闘
い
に
つ
な
げ
、

大
巾
賃
上
げ
、
労
働
条
件
の

改
善
に
向
け
て
頑
張
ろ

う
！ 

か な が わ 労 働 プ ラ ザ で 行 わ れ た 総 決 起 集 会 

神 奈 川 労 働 局 交 渉 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２０２３年４月１１日                全国一般神奈川                    第２７５号（２） 

３
月
４
日
東
神
奈
川
の
建
設
プ

ラ
ザ
で
神
奈
川
Ｆ
Ｉ
Ｇ
Ｈ
Ｔ 

Ｆ

Ｏ
Ｒ 

１
５
０
０
実
行
委
員
会
主

催
の
最
賃
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
が
開
催

さ
れ
、
労
働
者
、
学
生
な
ど
１
０
０

名
が
参
加
し
た
。 

最
初
に
専
修
大
学
の
山
縣
広
寿

准
教
授
の
基
調
講
演
を
受
け
て
、

民
主
商
工
会
議
所
の
経
営
者
、
生

協
の
労
働
者
、
学
者
、
弁
護
士
な
ど

に
よ
る
意
見
交
換
が
行
わ
れ
た
。

そ
の
中
で
、
２
３
春
闘
の
中
で
最

低
賃
金
が
大
き
な
課
題
で
あ
る
こ

と
が
改
め
て
確
認
さ
れ
た
。
ま
と

め
の
挨
拶
で
神
奈
川
県
共
闘
の
仲

間
は
、
労
使
と
知
識
人
の
方
達
が

共
に
最
低
賃
金
に
つ
い
て
語
り
会

っ
た
意
義
を
確
認
し
て
今
後
の
最

賃
闘
争
に
生
か
そ
う
と
訴
え
た
。

中
小
企
業
の
労
働
者
の
賃
上
げ
が

３・
４ 

最
賃
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
開
催
さ
れ
る 

フ

ク

シ

マ

を

忘

れ

な

い
！
再
稼
働
を
許
さ
な

い
！
３
・
２
１
さ
よ
な
ら
原

発
全
国
集
会
が
、
東
京
代
々

木
公
園
で
開
催
さ
れ
た
。
コ

ロ
ナ
禍
で
全
国
集
会
と
し

て
の
開
催
は
３
年
ぶ
り
と

な
っ
た
が
、
４
７
０
０
名
が

公
園
に
集
ま
っ
た
。 

集
会
は
、
さ

よ
な
ら
原
発
に

尽
力
し
志
半
ば

で
３
月
３
日
に

亡
く
な
ら
れ
た

大
江
健
三
郎
さ

ん
、
そ
し
て
、
さ

よ
な
ら
原
発
行

動
や
原
発
事
故

に
伴
っ
て
亡
く

な
ら
れ
た
全
て

の
方
の
ご
冥
福

を
祈
る
黙
祷
か

ら
始
ま
っ
た
。

鎌
田
彗
氏
は
主

催
者
あ
い
さ
つ

で
、
大
江
さ
ん

本
当
に
あ
り
が

と
う
と
感
謝
、

原
発
に
回
帰
な

命
が
大
切
に
さ
れ
る
社
会
を
！ 

４
月
７
日
け
ん
り
春
闘
中
央

総
行
動
が
、
雨
の
中
多
く
の
労

働
者
の
結
集
で
勝
ち
取
ら
れ
ま

し
た
。
行
動
は
午
後
か
ら
の
キ

ス
テ
ム
本
社
前
行
動
か
ら
経
団

連
前
、
午
後
６
時
半
か
ら
の
２

３
春
闘
勝
利
決
起
集
会
が
行
わ

れ
ま
し
た
。
全
国
一
般
神
奈
川

も
神
奈
川
県
共
闘
の
仲
間
と
と

も
に
午
後
４
時
半
の
経
団
連
前

行
動
か
ら
参
加
し
ま
し
た
。
経

団
連
前
で
は
、
実
行
委
を
代
表

し
平
賀
中
小
労
組
懇
代
表
か
ら

「
日
本
の
賃
金
は
下
が
り
続

け
、
物
価
高
騰
で
増
々
貧
困
、
格

差
は
拡
大
し
て
い
る
。
賃
金
、
最

賃
の
大
幅
賃
上
げ
を
か
ち
と
ろ

う
。
地
域
の
中
小
未
組
織
、
非
正

厳
し
い
な
か
で
、
最
低
賃
金
に
張

り
付
い
て
い
る
労
働
者
の
賃
上
げ

は
最
低
賃
金
を
引
き
上
げ
る
し
か

あ
り
ま
せ
ん
。
最
低
賃
金
の
時
給

１
５
０
０
円
以
上
の
実
現
に
向

け
、
中
小
非
正
規
の
労
働
者
の
参

加
を
呼
び
か
け
て
、
最
賃
の
大
巾

ア
ッ
プ
に
向
け
て
運
動
を
展
開
し

て
行
き
ま
し
ょ
う
。
最
賃
署
名
に

協
力
を
お
願
い
し
ま
す
！(

米
山) 

規
、
外
国
人
労
働
者
と
共
に
闘

お
う
。
私
た
ち
の
春
闘
は
こ
れ

か
ら
で
す
。
」
と
の
基
調
報
告
を

受
け
、
参
加
す
る
各
団
体
か
ら

闘
い
の
報
告
・
決
意
表
明
が
行

わ
れ
ま
し
た
。
こ
の
後
、
夜
の
決

起
集
会
で
は
「
大
企
業
で
は
組

合
要
求
を
上
回
る
回
答
だ
が
、

物
価
高
を
上
回
る
こ
と
は
な

い
、
こ
れ
で
は
何
ら
社
会
が
変

え
ら
れ
な
い
。
物
価
高
を
超
え

る
賃
上
げ
で
社
会
を
変
え
て
い

く
闘
い
を
！
」
と
の
渡
邊
全
労

協
議
長
挨
拶
を
受
け
、
各
団
体

の
闘
い
の
報
告
が
あ
り
、
最
後

に
宇
佐
見
民
間
中
小
懇
顧
問
に

よ
る
「
団
結
ガ
ン
バ
ロ
ー
」
で
集

会
を
終
了
し
ま
し
た
。
（
河
野
） 

ど
で
き
る
は
ず
が
な
い
。
ク

リ
ー
ン
エ
ネ
ル
ギ
ー
な
ど

と
い
う
の
は
う
そ
っ
ぱ
ち

だ
と
政
権
を
批
判
、
ま
た
沢

地
久
子
さ
ん
は
、
こ
こ
に
集

ま
っ
た
方
々
が
、
生
活
の
場

で
し
っ
か
り
と
さ
よ
な
ら

原
発
、
先
制
攻
撃
力
保
持
や

南
西
諸
島
の
軍
備
強
化
、
政

３・
２
１
さ
よ
な
ら
原
発
全
国
集
会
参
加
報
告 

４
・
７ 

け
ん
り
春
闘
中
央
総
行
動
に
参
加 

治
批
判
の
声
を
揚
げ
な
け

れ
ば
、
こ
の
国
の
未
来
は
な

い
と
ア
ピ
ー
ル
。
会
場
か
ら

は
大
き
な
拍
手
が
送
ら
れ

た
。
ア
ピ
ー
ル
は
さ
ら
に
続

き
、
放
射
能
汚
染
水
放
出
や

子
供
の
甲
状
腺
が
ん
多
発
、

避
難
者
支
援
な
ど
の
問
題

で
闘
う
福
島
か
ら
の
報
告
、

柏
崎
刈
羽
再
稼
働
反
対
を

闘
う
仲
間
か
ら
の
怒
り
の

発
言
が
続
い
た
。 

約
２
時
間
の
集
会
最
後

の
閉
会
あ
い
さ
つ
で
、
岸
田

政
権
は
原
発
推
進
に
舵
を

切
っ
た
、
し
か
し
今
日
の
報

告
の
よ
う
に
苦
し
む
避
難

者
が
い
る
中
で
と
て
も
許

さ
れ
な
い
。
人
の
命
が
大
事

に
さ
れ
る
政
治
、
社
会
の
た

め
に
今
後
と
も
闘
っ
て
い

き
ま
し
ょ
う
と
締
め
く
っ

た
。
そ
の
後
、
参
加
者
は
、

原
宿
、
渋
谷
の
２
ル
ー
ト
に

分
か
れ
て
デ
モ
行
進
し
た
。

福
島
原
発
事
故
は
終
わ
っ

て
は
い
な
い
！
共
に
闘
い

ま
し
ょ
う
。 

（
佐
藤
） 

さよなら原発全国集会でのパフォーマンス 


